
川内たかゆき後援会　〒 889-1802　宮崎県都城市山之口町花木 2253-6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 
TEL：0986（57）3829　FAX：0986（77）5298

◎六次産業化の今後の展望について
問）六次産業化を推進していくことで、農林畜産業をどのような形にしていきたいのか？
答）六次産業化の推進は、農林畜産物に新たな付加価値を生み出し、所得向上につなげ

ることで、経営安定を図り、もうかる農業の確立に取り組もうとするものです。

　六次産業化への取り組みが増えることで、雇用の創出や地域経済の活性化につながる

ものと確信しており、基幹産業である農林畜産業が六次産業化で「魅力ある産業」とな

るように努めてまいります。

問）六次産業化を推進する中で、「都城ブランド」としてどのようなものを望むのか？
答）国や県などの関係機関と連携しながら６次産業化を推進し、取組により開発された

商品については、「地域特性を最大限に活用」するなど、「消費者から支持される魅力あ

るブランド」づくりに努めて参ります。

◎山之口ＳＡスマートＩＣ周辺の開発について
問）新しい人の流れを生かすような、スマートＩＣ周辺の開発計画があるのか？
答）平成２５年９月より総合支所内に検討部会と課長級による幹事会を立ち上げ検討を

行っているところです。行政としての開発計画はありませんが、活性化が期待されるこ

とから、民間活力による開発を進めるべく商工会などと連携していく予定です。

問）周辺人口の増加についてどのようにどのように考えているのか？
答）宮崎ＩＣまでの３０分圏域がこれまでの３倍になると試算されております。これに

伴い、日常生活の利便性の向上、広域的就業、農商工業及び観光などにも大きく寄与す

ると考えられ、周辺の定住人口増に期待しております。

　また、地域の発展性や交通アクセスの優位性を最大限に生かし、商工会などとの連携

をはかりながら定住人口増加につながる情報発信を行う予定です。

≪市議会議員として第一歩≫
　陽春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。日

頃より、川内たかゆき並びに後援会に対し多大なるご支援を頂

き誠にありがとうございます。

　さて、１月２６日に当選をさせて頂き、同月２８日に当選証

書を授与させて頂きました。これも常日頃よりご支援いただい

ております皆様のおかげでございます。早速、３月議会におき

まして一般質問を行いました。まだまだ、未熟な身でございま

すが「元気みなぎる都城」をめざして頑張ってまいりますので、

引続きの御指導・御支援を頂きます様、何卒、宜しくお願い致

します。　　　　

川内たかゆき後援会便り　第２号



◎都城インター工業団地整備事業
　本事業は、雇用創出ゾーン整備事業として高城町大井手地区・穂満坊地
区にそれぞれ工業団地を整備する事業です。
　大井手地区（5.5 ｈａ：高城高校東側）については、造成が終わり緩衝
帯に中高木の樹木を植樹し環境整備を行います。ドラッグストア大手の㈱
コスモス薬品南九州物流センターが進出し、新規雇用 300 名（初年度 250
名）を打ち出しており平成 27 年 3 月の操業予定です。穂満坊地区（17.3
ｈａ：高城高校西側）については、平成 27 年度より分譲を予定しており
ます。
　両地区の総事業費は約 18 億 1000 万
円で、本年度大井手地区 1000 万円、穂
満坊地区 7 億 8988 万円が計上されてい
ます。

◎クリーンセンター建設事業
　郡元町にある清掃工場の老朽化に伴
い、新たな焼却施設を整備する事業で
す。建設場所は、山田町山田にあるパー
クゴルフ場の北側になります。
　総事業費は 88 億 8745 万円、本年
度は 30 億 1649 万円が計上されてお
ります。本年度予算額の主なものは、委託料１２７３万円、工事請負費
２９億 7405 万円となっております。
　このクリーンセンターについては、平成 26 年 10 月より試験焼却を開
始し「平成 27 年３月１日より本格稼働」の予定です。これに伴い「燃
やせるゴミ」「燃やせないゴミ」の分別がなくなり、収集日の変更が予定
されています。
　現在の清掃工場は、平成 27 年 3 月稼働停止予定です。

◎山之口ＳＡスマートＩＣ／街区三股線整備事業
　山之口ＳＡスマートＩＣ整備事業は、平成２８年度完成予定で総事業費 
約 3 億 1700 万円となっています。本年度は、１億 9742 万円が計上され
ている他、ＥＴＣ新規設置促進事業（上限：５千円）として 555 万円が計
上されています。
　街区三股線は平成 29 年度開通予定で、下富
吉上森地区から 10 号線へつながる新しい市道
として整備されます。総事業費 約７億 1000 万
円、本年度 3303 万円が計上されています。

平成２６年度都城市一般会計当初予算が成立

【一般会計】

　　　　　　　７６５億７千万円 （前年度比 ： 3.9％増）

【特別会計】

　　　　　　４５３億７千万円 （前年度比 ： 1.3％増）

【企業会計】

　　　　　　　　　４２億４千万円 （前年度比 ： 13.4％増）

全会計　　　１２６１億８千万円

　　　　　　　　　　　　　（前年度比：3.2％増）

都城が持つ「３つの宝」をより一層輝かす！予算

第１の宝　　農林畜産業の振興
《六次産業化推進、全国和牛能力共進会対策、宮崎牛ブランド確立事業など》

第２の宝　　「地の利」の活用

《都城志布志道路整備関連、山之口ＳＡスマートＩＣ整備、基幹道路整備事業など》

第３の宝　　人間力あふれる子どもたちの育成

《ＡＬＴによる語学指導、小学校図書館サポーター配置、小中学校耐震補強事業など》

◎近況の御報告
【所属会派】　

　・市民同志会（永山透議長、永田浩一議員）

【所属委員会】
　・議会運営委員会・・・・議会運営に関わること全般を扱う委員会です。

◆常任委員会

　・産業経済委員会・・・・農水産、商工・観光、環境・森林といった各行政について扱う委員会。

　・広報広聴委員会・・・・議会報告並びに市議会だよりの発行など議会情報発信を行う委員会。

◆特別委員会

　・都城志布志道路建設対策特別委員会・・・・都城志布志道路に関すること全般を扱う特別委員会。

◎都城市郡医師会病院等整備事業
　現在、大岩田町にある都城市郡医師会病院、都城救急医療センター及び
都城健康サービスセンターを太郎坊町に移転新築する事業です。平成 25
年度から工事に取り掛かっており、「平成 27 年春に開院予定」です。本年
度の予算額は、25 億 8527 万円となっています。
　移転に伴い、ベッド数が 172 床から 220 床になるほか、屋上ヘリポー
トの新設、医療機器の更新、20 名～ 30 名の新規雇用が予定されています。
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